
                             

                            

                            

 

当館では、「〇〇郡各村絵図」と記された明治初期の村絵図（普請所調査絵図）を所蔵しています。江戸時代と

さほど変わらない古い村の姿が記されているため、これまで多くの皆様にご利用いただいてきました。 

今回の展示では、本絵図作製の背景やその特徴について、同時期に作製された村絵図とともに、詳しくご紹介し

たいと思います。現在の面影が残る絵図、今とは大きく異なる絵図など、明治維新直後の村の姿を楽しんでもらえ

れば幸いです。 



 

 

 

                            

                            

官
自
箇
所
調
査
の
開
始 

   

江
戸
時
代
に
お
け
る
河
川
堤
防
等
の
改
修
は
、
幕
府
や
諸
藩

が
負
担
す
る
「
御
普
請
」
と
、
百
姓
ら
が
負
担
す
る
「
自
普
請
」

が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月
、
大
蔵
省
は

従
来
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
区
分
（「
官
費
」「
自
費
」）

と
、
明
治
元
年
か
ら
三
年
間
の
官
費
総
額
を
報
告
す
る
よ
う
府

県
に
命
じ
ま
し
た
。
資
料
1-1

は
、
そ
の
指
示
を
受
け
て
、
県

が
各
村
に
宛
て
た
布
令
書
（
法
令
）
で
す
。
五
月
二
十
日
ま
で

に
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
の
証
拠
書
類
を
添
え
、
雛
形
に
合
わ
せ

て
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

 

資
料
1-2

は
、そ
の
布
令
書
を
受
け
て
、甲
賀
郡
石
部
村（
現
・

湖
南
市
）
で
作
成
さ
れ
た
調
書
で
す
。
こ
の
村
の
場
合
、
堤
七

か
所
は
自
普
請
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
堤
防
、
井
堰
（
川
の

水
を
せ
き
止
め
る
所
）、
た
め
池
な
ど
、
一
〇
〇
を
超
え
る
設

備
は
全
て
官
費
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
明
治
二
年
に
は
た
め
池

が
浚
渫
さ
れ
、
人
夫
の
べ
一
〇
〇
人
の
代
金
一
〇
両
が
支
給
さ

れ
た
よ
う
で
す
。 

 

大
蔵
省
が
提
出
を
求
め
た
官
自
箇
所
調
書
の
う
ち
、
滋
賀
県

と
犬
上
県
が
合
併
す
る
こ
と
と
な
っ
た
明
治
五
年
九
月
以
前

か
ら
滋
賀
県
が
管
轄
し
て
い
た
地
域
（
滋
賀
・
甲
賀
な
ど
六
郡
）

の
分
は
、
明
治
六
年
三
月
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

犬
上
県
の
旧
管
轄
地
（
犬
上
・
愛
知
な
ど
六
郡
）
は
、
書
類
の

引
継
ぎ
が
遅
れ
た
上
、
肝
心
の
官
自
の
区
別
が
調
査
で
き
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
期
限
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
官
自
が

判
別
し
に
く
い
村
々
も
あ
り
、
結
局
全
て
の
調
書
が
提
出
さ
れ

た
の
は
、
同
年
六
月
の
こ
と
で
し
た
。 

1-3「元滋賀県管下六郡堤防等官自箇所進達書」 

明治 6年 3月【明う 49（11）】 

【大お 1-2（9）】 

1-4「橋梁等修築の方法等改正見込取調書」 

明治 6年 3月 31日【明う 173（8）】 

1-1「川々堤防等普請所官自取調の布令書」 

明治 5年 4月【明い 30-2（40）】 

【大と 8（2）】 

 

 

1-2「甲賀郡石部村川々堤防等官自箇所取調書」 

明治 5年 5月【明ぬ 1（1）】 



 

 

 

                            

                            

河
港
道
路
修
築
規
則
の
制
定 

  

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
八
月
、
大
蔵
省
は
河
港
道
路
修
築

規
則
を
制
定
し
ま
す
。
全
国
の
河
川
や
港
、
道
路
等
を
三
等
に

分
類
し
、
等
級
に
応
じ
た
工
事
の
負
担
方
法
を
定
め
ま
し
た
。

一
等
は
利
害
が
数
県
に
関
わ
る
も
の
、
二
等
は
一
県
域
に
と
ど

ま
る
も
の
、
三
等
は
市
・
郡
域
に
と
ど
ま
る
も
の
と
さ
れ
、
三

等
に
は
原
則
官
費
の
支
給
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
今
後
五
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
平
均
額
の
予
算
が
認
め

ら
れ
、
大
蔵
省
は
資
料
2-1

で
官
民
の
平
均
改
修
費
を
調
査
す

る
よ
う
府
県
に
求
め
ま
し
た
。 

 

河
港
道
路
修
築
規
則
は
、
工
事
の
利
益
を
享
受
す
る
者
が
そ

の
費
用
を
負
担
す
べ
き
と
い
う
、「
近
代
的
」
租
税
観
念
に
基

づ
く
法
令
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
工
事
費
用
の
負
担
者
を
確
定

す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
実
際
の

利
害
関
係
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
十
二
月

七
日
、
土
木
専
務
（
後
の
土
木
課
）
は
、
堤
防
や
橋
梁
等
の
絵

図
面
（
普
請
所
調
査
絵
図
）
を
提
出
さ
せ
て
よ
い
か
県
令
に
伺

い
出
ま
す
。
松
田
県
令
は
即
日
決
裁
し
、
翌
日
絵
図
面
の
記
載

事
項
を
定
め
た
資
料
2-2

が
各
村
に
布
達
さ
れ
ま
し
た
。 

 

資
料
2-3

は
、
先
の
大
蔵
省
布
達
に
対
す
る
県
の
回
答
書
で

す
。
明
治
七
年
五
月
か
ら
土
木
専
務
で
は
、
道
路
・
橋
梁
等
の

実
地
調
査
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
未
完
了
だ

っ
た
よ
う
で
、
等
級
は
「
川
々
筋
絵
図
面
」
を
用
い
た
概
略
区

分
に
と
ど
め
た
と
注
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
図
面
こ
そ
、

県
が
作
製
を
命
じ
た
普
請
所
調
査
絵
図
と
考
え
ら
れ
、
実
地
調

査
を
補
う
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

2-1「水理堤防平均修繕費調査の布達」 

明治 6年 8月 2日【明あ 85（12）】 

2-4「地方官会議御下問条々の意見書」 

明治 8年 5月【明な 275-1（33-1）】 

2-2「絵図面仕立方大概」 

明治6年12月 8日【明い 45-1（23）】 

2-3「道路堤防橋梁修築経費等進達書」 

明治 8年 1月【明な 275-1（24）】 

【明い 246合本 2（2）】 

 



 

 

 

               

        

 

    

             

      

 

        

普
請
所
調
査
絵
図
の
作
成Ⅰ

 

   

資
料
3-1

～
3-4

は
、
い
ず
れ
も
県
の
指
示
で
各
村
が
作
成

し
た
普
請
所
調
査
絵
図
で
す
。
資
料
3-1

は
資
料
1-2

の
調
書

と
同
じ
村
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
ど
お
り
、
左
下
の
堤

は
「
自
普
請
」、
左
端
の
井
堰
や
上
部
の
た
め
池
な
ど
は
「
御
普

請
」（
官
普
請
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
全

て
、
大
き
な
河
川
や
道
路
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
河

港
道
路
修
築
規
則
の
施
行
後
は
、
三
等
河
港
道
路
（
原
則
と
し

て
「
自
普
請
」）
に
分
類
さ
れ
ま
し
た
。（
請
求
番
号
の
明
へ
１

～
９
、
68

、
69

に
は
同
様
の
絵
図
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
全

て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
、
ご
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
）。 

 

資
料
3-2

中
央
に
描
か
れ
て
い
る
「
御
役
所
」
と
は
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
二
十
一
年
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
県
庁

舎
を
意
味
し
ま
す
。
当
時
は
、
園
城
寺
（
三
井
寺
）
境
内
の
円

満
院
を
借
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
大
津
市
歴
史
博

物
館
が
あ
る
、
そ
の
右
隣
の
「
陸
軍
省
御
用
地
」
に
は
兵
営
が

建
設
さ
れ
、
明
治
八
年
三
月
に
歩
兵
第
九
聯
隊
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
普
請
所
調
査
絵
図
は
、
明
治
初
期
の
様
々

な
建
造
物
等
の
位
置
も
記
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な
目
的
で
多
く

の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     
3-2「滋賀郡別所村絵図」明治 7年 2月 

【明へ 1-1（39）】 

3-1「甲賀郡石部村絵図」 

明治 7年【明へ 3（79）】 



 

 

 

               

        

 

    

               

 

 

 

         

 

普
請
所
調
査
絵
図
の
作
成Ⅱ

 

   

資
料
3-3

中
央
に
描
か
れ
て
い
る
「
善
利
川
」（
芹
川
）
は
、

現
在
は
「
一
級
」
河
川
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
み
を
流

れ
る
た
め
、
河
港
道
路
修
築
規
則
で
は
「
二
等
」
河
川
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
（
県
内
の
一
等
河
川
は
瀬
田
川
の
み
）。
久

徳
村
ほ
か
六
か
村
は
、
本
絵
図
よ
り
さ
ら
に
上
流
の
「
赤
田
井
」

と
い
う
井
堰
の
管
理
を
担
い
、
同
じ
水
を
利
用
す
る
下
流
の
高

宮
村
ほ
か
四
か
村
と
、
時
に
は
死
者
も
出
る
ほ
ど
の
激
し
い
水

争
い
を
た
び
た
び
起
こ
し
て
い
ま
す
。
普
請
所
調
査
絵
図
は
、

水
争
い
調
停
時
の
利
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

資
料
3-4

右
下
に
は
、
姉
川
・
高
時
川
・
田
川
と
い
う
三
河

川
の
合
流
地
点
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
月
ヶ
瀬
・
田
・

酢
・
唐
国
の
四
か
村
は
、
古
く
か
ら
大
雨
の
た
び
に
大
き
な
氾

濫
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
幕
末
に
は
田
川
を
分
水
し
、
高

時
川
の
下
を
伏
越
樋
で
通
す
工
事
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
木
製
の

た
め
不
朽
が
激
し
く
、
そ
の
後
も
水
害
は
起
こ
り
続
け
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
明
治
十
七
年
六
月
、
新
川
（
田
川
の
分
水
）
の
伏

越
樋
を
レ
ン
ガ
製
の
カ
ル
バ
ー
ト
に
替
え
、
川
幅
を
拡
張
し
て

田
川
の
本
流
に
す
る
大
工
事
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

       
3-4「東浅井郡落合村絵図」 

明治 7年【明へ 68（15）】 

 

3-3「犬上郡久徳村絵図」 

明治 7年【明へ 9（72）】 



 

 

 

                            

          

      

           

 

地
券
発
行
と
村
絵
図 

  

普
請
所
調
査
絵
図
と
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
し
て
、

地
券
取
調
総
絵
図
（
壬
申
地
券
地
引
絵
図
）
が
あ
り
ま
す
。
地

券
と
は
、
明
治
政
府
が
発
行
し
た
土
地
所
有
権
を
証
明
す
る
た

め
の
証
券
の
こ
と
で
、
そ
の
際
絵
図
が
作
製
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
、
滋
賀
県
は
戸
長
・
総
戸
長
（
後

の
区
長
）
の
中
か
ら
各
郡
一
名
ず
つ
地
券
取
調
用
掛
を
任
命
し
、

資
料
4-1

を
布
達
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
六
条
に
お
い
て
、
地

引
絵
図
は
後
年
の
証
拠
と
な
る
の
で
、
一
村
に
つ
き
二
枚
（
県

庁
提
出
分
と
村
方
保
管
分
）
作
製
す
る
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。 

 

資
料
4-2

は
、
そ
の
布
達
に
基
づ
き
作
製
さ
れ
た
絵
図
で
、

一
筆
ご
と
に
土
地
の
境
界
・
面
積
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
二
十
二
年
に
土
地
台
帳
規
則
が
施
行
さ
れ
、
地
券
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
後
も
、
県
庁
と
戸
長
役
場
（
町
村
）
に
備
え
置
く
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
「
野
取
絵
図
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
県
庁
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
は
、
現
在
そ
の
多
く
が
県
立

図
書
館
で
保
管
さ
れ
て
お
り
、
本
絵
図
は
数
少
な
い
当
館
所
蔵

分
の
一
枚
で
す
。 

 

江
戸
時
代
の
村
は
現
在
と
異
な
り
、
あ
る
百
姓
が
別
の
村
に

土
地
を
所
有
す
る
場
合
、
そ
の
部
分
は
土
地
所
有
者
が
属
す
る

村
の
村
域
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
村
の
境
界
は

大
変
入
り
組
ん
で
お
り
、
明
治
五
年
四
月
、
太
政
官
は
村
の
な

か
の
「
分
界
」（
飛
び
地
）
を
廃
止
し
、
合
併
し
て
一
つ
の
村
と

す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
資
料
4-3

は
、
明
治
七
年
五
月
に
合

併
し
た
木
之
本
、
南
木
之
本
、
北
木
之
本
各
村
の
絵
図
で
す
。

合
併
時
の
資
料
と
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。 

4-2「犬上郡第 9区地券取調惣絵図」明治 6年 10月 

【明へ 63-1（2） 

4-3「伊香郡木之本村ほか合村絵図」明治 7年 

【明へ 18（4）】 

4-1「地券取調掛取扱心得方凡例書」明治 5年 8月 

【明い 31-1（36）】 



 

 

 

                            

                            

村
誌
の
編
さ
ん 

   

滋
賀
・
野
洲
・
甲
賀
の
三
郡
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
（
一

八
七
五
）
六
月
に
太
政
官
が
編
集
を
命
じ
た
村
誌
の
付
図
と
し

て
、
村
絵
図
が
作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
5-1

は
、
太
政
官

が
示
し
た
「
皇
国
地
誌
編
集
例
則
」
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
村

ご
と
に
調
査
事
項
を
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
記
載

項
目
は
、
村
の
区
域
や
沿
革
、
戸
数
、
地
形
、
社
寺
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
製
図
の
注
釈
も
、
川
は
藍
色
、
道
路
は
朱
色
、
山

や
原
野
は
萌
黄
（
緑
）
な
ど
、
細
か
く
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

編
集
事
業
は
、
滋
賀
郡
か
ら
着
手
さ
れ
、
明
治
九
年
七
月
に

は
確
認
の
た
め
、
草
稿
の
一
部
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
に
設
置
さ
れ
た
編
集
部
（
掛
）
に
よ
る
校
閲
を
経
て
、
明
治

十
三
年
よ
り
順
次
製
本
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
5-2

は
、
明
治

五
年
十
月
に
別
保
・
膳
所
・
中
ノ
庄
の
三
村
が
合
併
し
て
で
き

た
粟
津
村
誌
の
付
図
で
す
。
近
江
八
景
の
一
つ
「
粟
津
の
晴
嵐
」

で
知
ら
れ
る
松
並
木
が
植
え
ら
れ
た
湖
岸
や
、
明
治
三
年
四
月

に
廃
城
と
な
っ
た
膳
所
城
跡
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
初
期
作
製
の
村
誌
は
、
付
図
も
含
め
昭
和
五
十
四
年
四

月
に
滋
賀
郡
の
み
復
刊
さ
れ
て
い
ま
す
（
資
料
5-3

）。
出
版
社

の
弘
文
堂
は
、
当
時
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
や
『
高
島
郡
誌
』
な

ど
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
郡
誌
の
復
刊
を
進
め

て
お
り
、『
近
江
国
滋
賀
郡
誌
』
の
一
部
と
し
て
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
補
註
者
の
宇
野
健
一
は
、
本
県
で
は
「
犬
上
と
滋
賀
の

み
が
郡
誌
が
無
い
た
め
非
常
に
不
便
を
免
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
」
た
め
、
本
書
の
刊
行
は
意
義
深
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

市
販
の
刊
行
物
の
た
め
、
図
書
館
等
で
手
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。 

5-3「滋賀県坂本村誌付図（復刻版）」 

明治 15年 1月 15日（当館蔵） 

5-2「滋賀郡粟津村誌付図」明治 14年 4月 5日【資 341】 

5-1「村誌編集例則」明治 9年 1月 24日 

【明か 2-1（2）】 



 

 

 

                

【展示関連年表】    

西暦 元号 月 日 出来事 資料 

1870 明治 3 4 25 膳所城が廃城となる 5-2 

1872 明治 5 

4 3 大蔵省より普請所官自取調の布達が出される 1-1 

4 10 太政官より村の分界廃止の布告が出される 4-3 

8 - 滋賀県が地券取調総絵図の作製を布達する 4-1 

9 29 犬上県が廃止されて滋賀県と合併する 1-3 

10 - 別保・膳所・中ノ庄の 3村が合併して粟津村ができる 5-2 

1873 明治 6 

3 31 県令松田道之が橋梁等に関する建議書を大蔵省に提出する 1-4 

3 - 旧滋賀県管轄地の官自箇所調書が大蔵省に提出される 1-3 

4 12 地方官会同が開催される 1-4 

6 - 旧犬上県管轄地の官自箇所調書が大蔵省に提出される 1-3 

8 2 
大蔵省が河港道路修築規則を定める 2-1 

大蔵省が水理堤防の平均修繕費調査を開始する 2-1 

8 - 県が地券取調掛取扱心得方凡例書を布達する 4-1 

10 - 犬上郡第 9区地券取調惣絵図が作製される 4-2 

12 8 滋賀県が普請所調査絵図の作製を布達する 2-2 

1874 明治 7 
5 2 木之本・南木之本・北木之本の 3村が合併して木之本村ができる 4-3 

- - 普請所調査絵図が各村で作製される 3-1～4 

1875 明治 8 

1 - 滋賀県が道路堤防橋梁修築経費等を大蔵省に提出する 2-3 

5 13 県庶務課に編集掛が設置される 5-2 

5 - 権令籠手田安定が地方官会議の下問に対する意見書を作成する 2-4 

6 5 太政官が皇国地誌編集例則を定める 5-1 

1876 明治 9 
1 24 滋賀県が村誌編さんのための調査を布達する 5-1 

7 24 県が滋賀郡村誌草稿を正院に提出する 5-2 

1880 明治 13 11 15 『近江国滋賀郡村誌』の製本が始まる 5-2 

1889 明治 22 3 22 土地台帳規則が公布される 4-2 

1979 昭和 54 4 1 『近江国滋賀郡誌』が復刊される 5-3 
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《参考文献》 

・古関大樹「滋賀県における明治前期地籍図の成立とその機能」 

（『歴史地理学』51-1、2009年） 

・滋賀県立公文書館編『歴史公文書が語る湖国』 

（サンライズ出版、2021年） 

・島本多敬「明治初期の滋賀県における普請所調査絵図作製事業」 

（『日本地理学会2021年度春期学術大会発表要旨集』2021年） 


